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29 年度 決算審査
一般質問 町への提言！
先進地の取り組みを視察
商工会との懇談会
議場コンサート開催のお知らせ

決算集中審査
　　注目したのはココ!
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平成30年10月25日　第120号 2

　
決
算
審
査
に
は
、
予
算
を
適
正
に
執
行
し
た
の
か
、
事
業
の
成
果
は
確
実
に
上
が
っ
て
い
る

か
、
改
善
す
べ
き
こ
と
は
な
い
か
等
の
視
点
か
ら
、
住
民
に
代
わ
っ
て
行
政
効
果
を
評
価
す
る
重

要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
9
月
12
日
〜
14
日
と
18
日
の
4
日
間
に
わ
た
り
、
町
側
に
説
明

を
求
め
、
税
金
が
ど
う
使
わ
れ
た
か
を
審
査
し
ま
し
た
。

委
託
料

問　
情
報
推
進
費
の
委
託

料
で
不
用
額
が
多
い
理
由

は
。

答　
年
度
末
に
O
A
ソ
フ

ト
の
修
正
作
業
が
生
ず
る

こ
と
が
あ
り
、
あ
る
程
度

の
金
額
を
残
し
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
導
入

問　
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
後
、

ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い

る
の
か
。

答　
町
勢
要
覧
・
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
写
真
を

撮
影
し
た
。

長
期
振
興
計
画

問　
後
期
基
本
計
画
策
定

に
際
し
、
高
校
生
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る

意
見
・
提
案
聴
取
を
行
っ

た
結
果
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
せ
た
か
。

答　
具
体
的
に
反
映
さ
せ

た
箇
所
は
な
か
っ
た
。

総
合
政
策
課

多
世
代
同
居
支
援

問　
希
望
者
に
は
、
満
額

補
助
で
き
て
い
る
の
か
。

答　
申
請
さ
れ
該
当
要
件

に
合
っ
て
い
る
場
合
は
、

満
額
支
給
さ
れ
て
い
る
。

問　
事
業
の
成
果
は
。

答　
2
世
帯
が
新
た
に
住

宅
を
取
得
し
転
入
さ
れ
、

4
世
帯
が
こ
の
補
助
制
度

に
よ
っ
て
多
世
代
と
な
っ

た
。

体
育
協
会
補
助

問　
体
育
協
会
の
加
盟
競

技
団
体
へ
の
補
助
金
だ
け

で
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興

が
図
ら
れ
た
と
考
え
る
か
。

答　
協
会
の
中
身
や
体
制

を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
ス
ポ
ー

ツ
の
促
進
は
図
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
。

問　
大
槌
町
へ
の
小
中
学

生
派
遣
事
業
の
報
告
会
を

総
　
務
　
課

住
民
に
周
知
で
き
な
い
か
。

答　
委
託
先
の
社
会
福
祉

協
議
会
及
び
教
育
委
員
会

と
検
討
し
た
い
。

問　
固
定
資
産
税
の
前
納

報
奨
金
で
、「
納
税
意
欲

の
高
揚
が
図
ら
れ
た
」
と

あ
る
が
具
体
的
に
ど
う
い

う
こ
と
か
。

答　
固
定
資
産
税
及
び
都

市
計
画
税
総
額
の
毎
年

60
％
前
後
が
第
1
期
納
期

に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

保
健
福
祉
課

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

問　
県
費
を
活
用
し
た
施

設
整
備
事
業
の
内
容
は
。

答　
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

旧
軽
井
沢
」
の
認
可
定
員

は
9
名
だ
が
、
現
行
が
6

床
の
た
め
3
床
の
増
床
及

び
施
設
の
改
修
を
実
施
し

た
。 税

　
務
　
課

が
ん
検
診

問　
受
診
者
が
前
年
比
で

1
割
少
な
い
が
原
因
は
。

答　
定
期
的
な
受
診
者
が

高
齢
と
な
り
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
る
こ
と
及
び

子
育
て
世
代
の
忙
し
い
年

代
に
お
い
て
は
関
心
が
低

い
こ
と
と
考
え
る
。

問　
国
保
加
入
者
で
軽
井

沢
病
院
を
受
診
し
て
い
る

割
合
は
。

答　
全
レ
セ
プ
ト
に
対
す

る
比
率
で
18
・
3
％
。

住
　
民
　
課

各 会 計 の 決 算 状 況
歳　入 歳　出 差引残額

一 般 会 計 145 億 7695 万円 136 億 7376 万円 9 億　319 万円

特
別
会
計

国民健康保険事業勘定 32 億 9775 万円 32 億 6110 万円 3665 万円
駐車場 1 億 4884 万円 1 億 3723 万円 1161 万円
公共下水道事業 7 億 6219 万円 7 億 1381 万円 4838 万円
農業集落排水事業 6106 万円 5910 万円 196 万円
介護保険 15 億 3108 万円 14 億 3712 万円 9396 万円
訪問看護事業 5097 万円 2324 万円 2773 万円
後期高齢者医療 2 億 9658 万円 2 億 8755 万円 903 万円

小　　　計 207 億 2542 万円 195 億 9291 万円 11 億 3251 万円
 企業会計（収益的収支：税抜）

水 道 事 業 6 億 6462 万円 4 億 8513 万円 1 億 7949 万円
病 院 事 業 23 億 1661 万円 22 億 8622 万円 3039 万円
合　　　計 237 億  665 万円 223 億 6426 万円 13 億 4239 万円

※表中の金額は、原則として万円単位未満を四捨五入としましたが、端数調整の都合上これによらないものもあります

歳入総額 237億   665万円
歳出総額 223億6426万円

を認定29年度
決算審査



平成30年10月25日　第120号3

有
害
鳥
獣
対
策

問　
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
つ
い

て
、
捕
獲
し
た
も
の
を
遠

く
に
も
っ
て
行
き
、
放
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
ど
の

よ
う
に
処
置
を
し
て
い
る

の
か
。

答　
委
託
事
業
で
捕
獲
し

た
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
炭
酸

ガ
ス
に
よ
り
駆
除
・
解
剖

し
生
態
等
を
調
査
後
処
分

し
て
い
る
。
そ
の
他
に
つ

い
て
も
殺
処
分
し
放
し
て

は
い
な
い
。

問　
廃
屋
も
ハ
ク
ビ
シ
ン

等
の
住
み
か
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
が
把
握
し
て
い

る
か
。

答　
把
握
し
て
お
り
広
報

等
を
通
じ
て
廃
屋
や
別
荘

の
管
理
を
し
っ
か
り
し
て

い
た
だ
く
よ
う
注
意
喚
起

し
て
い
る
。

ご
み
対
策

問　

じ
ん
芥
処
理
場
に
、

指
定
袋
に
入
れ
な
い
ゴ
ミ

を
搬
入
す
る
者
が
い
る
の

で
処
理
場
で
の
指
定
袋
を

環
　
境
　
課

販
売
し
た
ら
ど
う
か
、
と

質
問
し
た
が
ど
う
な
っ
た

か
。

答　
検
討
し
た
が
、
じ
ん

芥
処
理
場
で
の
販
売
は
で

き
な
い
。
指
定
袋
に
入
れ

て
搬
入
し
て
も
ら
う
よ
う
、

し
っ
か
り
指
導
し
て
い
き

た
い
。

問　

資
源
物
処
理
量
が

年
々
減
っ
て
い
る
。
売
払

額
は
増
え
て
い
る
が
、
今

後
の
見
通
し
は
。

答　
資
源
物
の
量
は
年
々

減
っ
て
い
る
。
昨
年
は
鉄

類
の
単
価
が
上
が
っ
た
た

め
売
り
払
い
額
が
増
加
し

た
。
最
近
は
、
近
隣
市
の

大
型
ス
ー
パ
ー
に
持
っ
て

い
く
例
が
あ
り
、
今
後
も

減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

地
域
整
備
課

問　
建
築
確
認
申
請
の
状

況
は
件
数
だ
け
だ
が
、
延

床
面
積
に
つ
い
て
の
把
握

は
し
て
い
る
の
か
。

答　
建
築
確
認
申
請
の
統

計
は
件
数
だ
け
で
あ
り
、

延
床
面
積
の
集
計
は
し
て

い
な
い
。

観
光
経
済
課

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

問　

海
外
誘
客
宣
伝
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
英
語
・

フ
ラ
ン
ス
語
へ
の
ア
ク
セ

ス
数
は
。

答　
1
万
4
千
件
。

問　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

に
向
け
た
海
外
誘
客
宣
伝

事
業
の
効
果
は
。

答　
観
光
協
会
で
十
数
年

ほ
ど
前
よ
り
セ
ー
ル
ス

コ
ー
ル
を
続
け
て
き
て
お

り
、
香
港
・
台
湾
を
集
中

的
に
行
っ
て
き
た
。
現
在
、

軽
井
沢
に
来
る
外
国
人
で

は
1
番
多
い
国
が
台
湾
、

次
い
で
香
港
と
な
っ
て
お

り
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。

駐
車
場
事
業

問　
観
光
客
数
は
増
え
て

い
る
が
、
町
営
駐
車
場
の

利
用
台
数
が
前
年
よ
り
減

少
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

答　
交
通
量
調
査
で
は
マ

イ
カ
ー
で
の
入
り
込
み
が

一 般 会 計 決 算 内 訳

微
減
し
て
い
る
が
、
J
R

等
鉄
道
の
利
用
が
増
え
レ

ン
タ
カ
ー
を
利
用
す
る
人

が
増
え
て
い
る
と
考
え
る
。

木
材
資
源
の
有
効
活
用

問　
貯
木
場
へ
の
枝
等
の

搬
入
は
、
現
在
は
軽
ト

ラ
ッ
ク
一
台
ま
で
で
、
業

者
の
搬
入
は
受
け
入
れ
て

い
な
い
が
、
今
後
の
運
営

予
定
は
。

答　
業
者
の
搬
入
は
考
え

て
い
な
い
。
な
お
、
平
成

32
年
度
よ
り
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
を
考
え
て
お

り
、
来
年
6
月
に
条
例
改

正
を
し
た
い
。

問　
貯
木
場
へ
チ
ッ
プ
を

も
ら
い
に
行
っ
た
が
、
泥

等
が
混
じ
っ
て
い
て
使
え

な
い
と
の
苦
情
が
あ
る
が
。

答　
昨
年
度
は
堆
積
し
た

古
い
チ
ッ
プ
か
ら
搬
出
し

た
た
め
、
チ
ッ
プ
が
土
に

化
け
て
し
ま
い
苦
情
が

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
矢

ケ
崎
公
園
等
公
共
施
設
に

搬
出
す
る
た
め
、
予
算
を

補
正
し
、
一
度
搬
出
処
理

を
行
っ
た
。
今
後
は
新
し

歳 出
136億

7376万円

総務費
38億1323万円

町税
91億7910万円

民生費
30億7226万円

衛生費
10億5329万円

土木費
23億3249万円

教育費
15億429万円

災害復旧費 295万円

地方譲与税・交付金 7億425万円

県支出金
4億6875万円

消防費
2億8734万円

公債費（借金返済）
5億5998万円

分担金及び負担金 1億403万円

使用料及び手数料
2億5332万円

国庫支出金
6億9224万円

議会費
1億4892万円

労働費 76万円
農林水産業費 2億9759万円

商工費 6億66万円

財産収入・寄附金・繰入金
17億733万円

繰越金 11億2131万円

諸収入 2億4662万円

町債（借金） 1億円

歳 入
145億

7695万円



平成30年10月25日　第120号 4

い
チ
ッ
プ
が
配
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

上
下
水
道
課

漏
水
対
策

問　
老
朽
管
の
布
設
替
え

を
何
m
実
施
し
た
の
か
。

答　
古
宿
で
1
7
4
m
、国

道
1
4
6
号
で
1
5
0
m
。

問　
老
朽
管
の
布
設
替
え

に
よ
り
、
有
収
率
が
2
・

3
%
上
が
っ
た
の
か
。

答　
布
設
替
え
も
あ
る
が
、

そ
の
他
漏
水
個
所
を
早
め

に
直
し
て
い
っ
た
こ
と
も

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

受
益
者
負
担
金

問　
公
共
下
水
道
受
益
者

負
担
金
の
前
納
報
奨
金
の

率
が
25
年
近
く
見
直
さ
れ

て
い
な
い
。
時
代
に
見

合
っ
た
率
に
下
げ
る
べ
き

で
は
。

答　
銀
行
金
利
の
動
き
等

を
考
慮
し
、
率
の
見
直
し

を
前
提
に
検
討
し
て
い
く
。

保
育
士

問　
西
保
育
園
は
定
員
を

こ
ど
も
教
育
課

超
え
て
い
る
が
、
各
ク
ラ

ス
の
保
育
士
の
人
数
は
。

答　
3
歳
未
満
児
42
名
に

保
育
士
14
名
、
年
少
32
名

に
保
育
士
2
名
、
年
中
29

名
に
保
育
士
2
名
、
年
長

37
名
に
保
育
士
3
名
で
あ

る
。

中
学
校
「
心
の
教
室
」

問　
相
談
件
数
と
そ
の
内

容
は
。
ま
た
、
相
談
内
容

等
の
デ
ー
タ
化
は
。

答　
生
徒
1
5
4
名
、
保

護
者
7
名
、
教
職
員
11
名

か
ら
、
延
べ
1
9
0
件
の

相
談
が
あ
り
件
数
・
内
容

と
も
デ
ー
タ
化
し
て
い
る
。

生
徒
か
ら
の
相
談
内
容
は

対
人
関
係
や
先
生
と
の
関

わ
り
方
、
教
職
員
か
ら
は

生
徒
へ
の
接
し
方
、
保
護

者
か
ら
の
難
題
の
投
げ
か

け
に
よ
る
相
談
が
あ
っ
た
。

選
手
激
励
金

問　
国
際
大
会
な
ど
へ
出

場
す
る
機
会
も
増
え
て
い

る
が
、
各
種
大
会
へ
の
出

場
選
手
激
励
金
を
増
額
す

る
な
ど
の
協
議
は
あ
っ
た

か
。

答　
金
額
に
関
し
て
の
要

望
は
聞
い
て
い
な
い
。
し

か
し
、
激
励
金
の
支
給
基

準
に
つ
い
て
は
見
直
し
て

い
き
た
い
。

生
涯
学
習
課

姉
妹
都
市
交
流

問　
中
学
か
ら
毎
年
10
名

を
ウ
ィ
ス
ラ
ー
市
に
派
遣

し
て
い
る
が
、
何
名
の
応

募
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

選
考
方
法
は
。

答　
昨
年
度
は
12
名
の
応

募
が
あ
り
、
教
員
と
生
涯

学
習
課
の
職
員
が
作
文
と

面
接
で
選
考
し
た
。

問　
交
換
体
験
学
習
に
お

い
て
、
受
け
入
れ
へ
の
不

安
か
ら
参
加
を
た
め
ら
う

家
庭
が
あ
る
が
。

答　
今
後
、
よ
り
多
く
の

生
徒
の
派
遣
を
、
と
の
思

い
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

受
け
入
れ
た
家
庭
の
経
験

談
を
発
信
し
、
不
安
を
解

消
し
て
い
る
。

文
化
財

問　
ブ
ル
ー
プ
ラ
ー
ク
事

業
の
具
体
的
な
効
果
及
び

成
果
は
。

答　
歴
史
的
建
造
物
を
残

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
所
有
者
が
改
め
て
認

識
し
た
。
ま
た
、
小
学
生

の
自
由
研
究
の
題
材
、
住

民
の
方
々
が
建
造
物
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
る
。

問　
文
化
施
設
の
入
館
者

数
や
収
益
に
関
し
て
の
分

析
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
維
持
管
理
費
に
見
合

う
収
益
を
上
げ
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
魅
力
的
な
施

設
に
す
る
た
め
の
努
力
は

必
要
と
考
え
る
。

問　
町
指
定
文
化
財
で
あ

る
「
長
倉
の
牧
」
の
保
存

方
法
に
関
し
て
現
状
を
詳

細
に
記
載
す
る
べ
き
で
は
。

答　
立
ち
入
り
禁
止
看
板

の
設
置
や
文
化
財
審
議
委

員
会
で
保
全
に
関
し
て
協

議
し
て
い
る
。
な
お
、
今

後
現
状
を
記
載
し
た
い
。

軽
井
沢
病
院

問　
整
形
外
科
患
者
が
入

院
・
外
来
と
も
に
減
少
し

て
い
る
が
、
そ
こ
に
内
科

の
医
師
不
足
も
な
ん
ら
か

の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

の
か
。

答　
減
少
の
要
因
は
整
形

外
科
医
師
が
３
名
か
ら
２

名
に
減
っ
た
こ
と
に
よ
る

が
、
術
後
の
ケ
ア
の
点
で

内
科
医
師
の
不
足
も
患
者

減
に
影
響
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

問　
当
初
予
算
に
比
べ
て

補
正
予
算
で
大
き
く
減
額

し
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　
整
形
外
科
医
師
が
1

名
減
っ
た
こ
と
及
び
眼
科

医
師
が
交
代
し
た
こ
と
で

手
術
件
数
が
減
っ
た
こ
と

と
考
え
る
。

問　
院
内
保
育
の
成
果
は
。

答　
定
員
８
名
に
対
し
８

名
が
利
用
し
て
い
る
現
状

か
ら
初
期
の
目
的
は
達
成

し
て
い
る
。

これからも充実の保育体制をめざして
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こんなところに使われました町民の皆さんに

聞いてみました

雲場池の整備工事

平昌オリンピック
出場団体応援事業

防災行政無線デジタル化工事

多世代同居支援補助

信州パーキングパーミット
路面標識・看板設置

ライブカメラ設置工事

2億1080万円

360万円

9720万円

1840万円

910万円

690万円

（小浅間／白糸の滝／峠町／
三ツ石／追分／西地区児童館／
消防団 4部・10部／
ニュータウン）

（農協通り）

悪臭も消え池の周りを散策する人の数が多くなりまし
た。（80 代　男性）

オリンピック入賞を果たした「SC 軽井沢」は私達の
誇りです。全国ファンも増え、オリンピアンとして益々
の活躍、そして後継者育成にも期待してます！

（50 代　女性）

渋滞しているかどうかをチェックしたいときに利用し
ていて便利です。（40 代　男性）

音質が少しクリアになった気もしますが、聞こえ方は
以前とそれほど変わりませんね。（60 代　男性）

担当課職員の丁寧な対応に感謝。町内業者に請け負っ
てもらうことで補助を受ける側も業者も嬉しい制度。
もう少し補助対象が広がると嬉しいです。制度を知ら
ない方が多いのでもっと町民に知らせてほしいです。

（40 代　女性）

子どもの送り迎えで風越総
合体育館へ行ってこの「優
先駐車場」のことを知りま
した。お腹が大きくなると
足元も見づらくバランスも
悪くなるのでこのような制
度は助かります。妊娠中の
友人にも伝えます。
(20 代 女性 )
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注目したのはココ !注目したのはココ !

　
今
回
の
決
算
審
査
で
は
、
昨
年
か
ら
続
く
取
り
組
み
と
し
て
、
事
業
評
価
を
新
た
な
形
式
で

実
施
し
ま
し
た
。
事
業
評
価
と
次
年
度
予
算
編
成
の
連
動
を
よ
り
実
効
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
町
の
事
業
を
取
り
上
げ
、
ど
ん
な
成
果
が
見
ら
れ

た
か
と
い
う
視
点
で
集
中
的
に
町
側
に
質
疑
。
そ
れ
を
基
に
委
員
全
員
で
評
価
し
、
議
会
か
ら

の
意
見
書
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

 

人
事
給
与
事
務
事
業

計
画
維
持

議
会
評
価

【
意
見
】

　
住
民
の
行
政
に
対
す
る
要
望
や
期
待

は
質
・
量
と
も
に
高
ま
っ
て
い
る
。
複

雑
多
様
化
か
つ
高
度
化
す
る
行
政
需
要

に
的
確
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
職

員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
職
員
研
修

の
重
要
性
が
従
来
に
増
し
て
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
よ
り
一
層
研
修

内
容
の
強
化
・
充
実
、
職
員
の
能
力
開

発
、
育
成
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

 

都
市
デ
ザ
イ
ン
計
画

　
　
　
　

 

推
進
事
業

改
善

議
会
評
価

【
意
見
】

　
事
業
目
的
で
あ
る
「
住
民
主
体
の
活

動
」
が
活
発
だ
っ
た
、
と
は
言
い
難

く
、
そ
の
達
成
度
が
十
分
で
な
か
っ
た

こ
と
は
、
行
政
側
の
評
価
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
反
省
を
ふ
ま

え
、
今
年
度
は
地
域
へ
出
て
い
く
、
と

い
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
見
守
っ

て
い
き
た
い
。
改
善
す
べ
き
課
題
と
し

て
、
①
活
発
な
住
民
活
動
に
つ
な
げ
る

た
め
に
、
風
土
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
基
本
会

議
の
役
割
を
今
一
度
再
確
認
し
、
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
を
作
れ
ば
よ
い
の
か
を

考
え
る
②
立
ち
寄
り
や
す
い
開
か
れ
た

窓
口
は
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
、
設
置

し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
る
③
エ
リ
ア

ご
と
に
ま
ち
づ
く
り
を
語
っ
て
も
ら
う

工
夫
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 

さ
わ
や
か
軽
井
沢

　
　
　

 

交
流
会
事
業

改
善

議
会
評
価

【
意
見
】

　
「
さ
わ
や
か
軽
井
沢
交
流
会
」
の
目

的
で
あ
る
「
別
荘
所
有
者
と
町
民
が
親

基本会議を中心に住民参画の仕掛けづくりを

さらなる交流を

基本会議
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住民目線で29年度事業を評価
評価対象事業を集中審査

達
成
度
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
兼

業
農
家
自
身
が
加
工
品
の
開
発
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
、
販
売
ま
で
行
い
、
指
定

管
理
者
や
行
政
が
そ
れ
を
支
援
す
る
と

い
う
流
れ
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今

後
さ
ら
に
多
様
な
関
係
者
を
巻
き
込
ん

だ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
、
あ
る
い

は
ヒ
ッ
ト
商
品
の
開
発
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
施
設
の
設
置
目
的
の
一
つ
で
あ
る
、

商
工
業
と
の
連
携
は
ま
だ
不
十
分
と

言
っ
て
よ
く
、
特
に
軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド

の
認
定
商
品
や
地
元
事
業
者
の
産
品
の

売
り
場
確
保
と
連
携
に
は
改
善
の
余
地

が
見
ら
れ
る
。

　
冬
期
野
菜
栽
培
実
験
委
託
で
は
安
定

し
た
収
穫
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
だ
が
、
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
、
冬

期
の
多
彩
な
品
揃
え
と
就
業
の
安
定
化

に
つ
と
め
ら
れ
た
い
。

　
P
O
S
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

1
9
0
人
と
い
う
会
員
の
活
用
が
見
ら

れ
る
が
、
そ
こ
で
蓄
積
さ
れ
た
売
上
傾

向
や
動
向
の
デ
ー
タ
を
今
後
の
生
産
や

商
品
開
発
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
積

極
的
な
活
か
し
方
が
望
ま
れ
る
。

密
な
関
係
を
築
い
て
い
く
機
会
を
提
供

す
る
」
と
い
う
事
業
内
容
は
極
め
て
重

要
で
あ
り
必
要
性
も
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
年
通
り
の
開
催
内

容
で
は
交
流
を
促
し
親
睦
を
深
め
る
会

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
事
業
効
果
と
成
果

に
疑
問
を
感
じ
る
こ
と
か
ら
事
業
内
容

の
検
証
と
改
善
を
求
め
る
。

 

交
通
対
策
事
業

計
画
維
持

議
会
評
価

【
意
見
】

　
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
運
転
免
許
証

自
主
返
納
が
進
み
、
ま
す
ま
す
交
通
弱

者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
住
民
の

足
と
し
て
の
公
共
交
通
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
地
域

公
共
交
通
会
議
で
の
要
望
や
、「
外
出

支
援
」
と
し
て
の
新
た
な
交
通
手
段
等

も
考
え
ら
れ
て
い
る
中
、
循
環
バ
ス
廃

止
路
線
や
、
バ
ス
路
線
・
バ
ス
停
か
ら

離
れ
て
い
る
な
ど
の
交
通
弱
者
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
住
民
へ
の
対
応
の
た
め
に

も
こ
の
事
業
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
求

め
る
。

 

６
次
産
業
化

 

推
進
事
業

計
画
維
持

議
会
評
価

【
意
見
】

　
直
売
所
部
門
の
主
力
商
品
で
あ
る
レ

タ
ス
・
キ
ャ
ベ
ツ
の
売
り
上
げ
は
順
調

で
都
市
部
市
場
で
の
評
価
も
非
常
に
高

い
。
ま
た
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
、
イ
チ
ゴ

ム
ー
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
プ
リ
ン
等
少

量
多
品
目
の
農
産
物
を
利
用
し
た
加
工

品
の
開
発
も
報
告
さ
れ
、
農
業
振
興
や

6
次
産
業
化
の
推
進
の
面
で
は
一
定
の6 次産業化の中核としての発地市庭

一口
メモ

「POS システム」とは…商品の販売情報の管理システムです。商品を売った時点
で品名・金額等の情報がパソコンに送られるので、それらを基にした販売戦略が
立てられます。

一口
メモ
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審 

査 

結 

果

　
議
案
第
64
号
、
認
定

第
１
号
及
び
認
定
第
２

号
を
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、
議
案
第
64
号
の

利
益
の
処
分
に
つ
い
て

原
案
を
可
決
し
、
決
算

認
定
に
つ
い
て
も
歳
入

歳
出
と
も
正
確
か
つ
議

決
し
た
予
算
ど
お
り
執

行
さ
れ
て
い
る
の
で
、

原
案
の
と
お
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
し
た
。

　
な
お
、
本
委
員
会
で

は
決
算
審
査
に
あ
た
っ

て
、
特
に
時
間
を
か
け

て
審
査
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
た
特
定

事
業
（
８
事
務
事
業
）

に
つ
い
て
集
中
審
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
議

会
の
意
見
・
要
望
と
し

て
別
途
町
長
に
提
出
し

て
い
る
。

 
観
光
施
設
整
備
事
業

計
画
維
持

議
会
評
価

【
意
見
】

　
２
億
４
千
万
円
と
い
う
多
額
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
を
し
た
雲
場
池
だ
が
、
工
事
終
了

後
多
く
の
藻
が
発
生
し
、
住
民
、
観
光

客
か
ら
残
念
だ
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

当
初
の
目
的
で
あ
る
悪
臭
は
消
え
た
も

の
の
、
も
と
も
と
藻
が
存
在
し
て
お
り
、

湧
水
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
栄
養

塩
類
も
多
い
こ
と
や
浄
化
作
用
の
あ
る

生
態
系
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
ま
ま
生
態
系
を
見
守
る
こ
と
と
し

た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
藻
は
沈
殿

し
て
お
り
気
温
上
昇
に
伴
い
繁
殖
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
、
観

光
客
か
ら
「
せ
っ
か
く
の
景
勝
地
が
台

無
し
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

今
後
も
担
当
課
で
計
画
的
に
維
持
、
監

視
を
続
け
、
素
早
い
対
処
を
求
め
る
。

 

道
路
維
持
管
理
事
業

拡
充

議
会
評
価

【
意
見
】

　
町
道
の
舗
装
補
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
、
28
年
の
決
算
審
査
意
見
書
の

中
で
も
議
会
の
一
致
し
た
意
見
と
し
て

拡
大
拡
充
を
求
め
て
い
る
。

　
今
回
が
三
度
目
の
要
望
と
な
る
が
、

議
会
の
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
当

該
事
業
経
費
が
来
年
度
予
算
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
を
、
改
め
て
強
く
求
め
る
。

 

放
課
後
子
ど
も
総
合

　
　

 

プ
ラ
ン
推
進
事
業

計
画
維
持

議
会
評
価

【
意
見
】

　
こ
の
事
業
の
目
的
は
達
成
さ
れ
て
い

る
。
町
は
国
が
求
め
る
以
上
の
支
援
を

行
っ
て
、
宿
題
を
し
て
か
ら
遊
ぶ
と
い

う
習
慣
を
根
付
か
せ
て
お
り
、
保
護
者

か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
、
保
護
者
の
積
極
的
な
関
与
を

促
し
な
が
ら
計
画
的
に
維
持
さ
れ
た
い
。
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議会って

どんなところ
？

決算審査とは
なんですか？

審査の流れは
どのように
なりますか？

Q1

Q2

A

A

議会Q&A議会Q&A
とかくわかりづらく、とっつきにくいイメージがある議会ですが、このコーナーでは議会の基本的なしく
みをやさしくわかりやすく解説しながら、皆さまの疑問にお答えしていきたいと思います。

町（行政）は年度が始まる前に「予算」を組み立てますが、それに
したがって事業を実行に移したあと、収入と支出の結果を確認する
のが「決算」にあたります。
それとともに、お金をかけただけの効果があったのか、じっさいに
住民の暮らしは向上したのか、住民の目線でいろいろな角度から調
べ確かめるのが決算審査です。
また限りあるお金を有効に使うためには、審査をして終わりではな
く、その後の予算の組み方に生かしていく必要もあります。

下のように各年度の予算案の作成・実行・決算が一つの流れの中に
ありますが、少しずつ問題点を改善しながら繰り返されていきます。

予
算
審
議

予
算
作
成

予算の実行
決
算
審
査

決
算
書
作
成

予
算
作
成

予算の実行
決
算
審
査

決
算
書
作
成

予
算
審
議

予
算
作
成

決
算
審
査

決
算
書
作
成

予
算
審
議

予算の実行

29 年度決算を審査し改善点を
　31 年度予算作成に反映します

ここ
がポイント!

29年度
予算の

流れ 30年度
予算の

流れ
31年度
予算の

流れ

議
会
が
予
算
実
行

の
結
果
を
審
査

町
長
が
前
年
度
に
実
行
し
た

内
容
を
決
算
と
し
て
ま
と
め
、

議
会
に
提
出

町
長
は
予
算
に

基
づ
き
事
業
を
実
施

議
会
が

予
算
案
を
審
議

町
長
が

予
算
案
を
提
出（
議
案
）

28年度 29年度 30年度 31年度 



平成30年10月25日　第120号 10

町への提言 !!一般
質問

ふれあい祭会場にて「追分節保存会の皆さん」

１日目 2日目

遠山　隆雄� （11 ページ）

●町営駐車場回数券の販売方法の変更理由は
●固定資産評価替え時の 1 期納期は

利根川　泰三� （12 ページ）

●資格を有する保育士の賃金が安すぎないか
●健康保険証は適正に使用されているか

寺田　和佳子� （13 ページ）

●タブレット導入に際し、実績のない
　民間企業を選定した決め手は

川島　さゆり� （14 ページ）

●コミュニティでの声がけで「みんなで逃げる」訓練を
●学校施設や通学路のブロック塀等安全確保を

佐藤　敏明� （15 ページ）

●軽井沢高校の存続を
●軽井沢高校前駅の設置は
●水道設備等の老朽化対策は

西　千穂� （16 ページ）

●空家等対策計画の策定は
●繁忙期のタクシー不足は

土屋　浄� （17 ページ）

●条例破りの乱開発を許すのか

 一般質問  一般質問

検索軽井沢町議会
一般質問は一問一答方式で１時間以内となっています。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。



平成30年10月25日　第120号11
一口
メモ

「固定資産評価替え」とは…固定資産税の対象となる土地と家屋の評価額を３年
ごとに見直す制度です。

問　
新
軽
井
沢
駐
車
場
・

軽
井
沢
駅
北
口
西
駐
車
場

の
回
数
券
販
売
方
法
を
変

更
し
た
理
由
は
。

観
光
経
済
課
長　
回
数
券

発
行
の
目
的
は
通
勤
・
通

学
者
へ
の
利
便
を
図
る
た

め
設
け
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
目
的
に
沿
っ
て
変
更

し
た
。

問　
回
数
券
の
発
行
目
的

は
通
勤
・
通
学
者
へ
の
利

便
を
図
る
た
め
と
い
う
が

条
例
・
規
則
で
は
そ
の
よ

う
な
文
言
は
な
い
が
。

観
光
経
済
課
長　
通
勤
・

通
学
者
の
増
加
に
伴
い
、

繁
忙
期
に
は
そ
れ
ら
の
人

が
駐
車
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
た
め
回
数
券
の
発
行

を
規
制
し
た
。
今
後
の
状

況
を
見
て
条
例
・
規
則
を

検
討
し
た
い
。

問　
販
売
方
法
を
変
更
し

て
も
、
駐
車
場
は
先
着
順

で
あ
り
、
遅
く
来
た
通
勤

者
等
の
た
め
に
駐
車
場
所

は
確
保
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
が
。

観
光
経
済
課
長　
7
月
の

回
数
券
販
売
実
績
か
ら
、

単
純
に
49
人
が
購
入
を
控

え
た
た
め
、
実
質
的
に
49

台
の
空
き
が
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。

問　
回
数
券
と
は
頻
繁
に

利
用
す
る
顧
客
へ
の
割
引

制
度
で
有
効
期
限
が
あ
る
。

通
勤
者
等
へ
の
回
数
券
で

あ
れ
ば
有
効
期
限
の
1
年

は
長
す
ぎ
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長　
有
効
期

限
1
年
と
い
う
の
は
長
い

と
感
じ
る
。
今
後
こ
の
部

分
に
つ
い
て
研
究
し
な
が

ら
変
え
る
も
の
に
つ
い
て

は
変
更
し
た
い
。

固
定
資
産
評
価
替
え

時
の
1
期
納
期
は

問　
固
定
資
産
税
は
3
年

に
1
回
の
評
価
替
え
が
あ

る
。
評
価
替
え
年
度
の
1

期
目
の
納
期
が
1
カ
月
遅

れ
の
5
月
と
な
っ
て
い
る
。

佐
久
市
、
小
諸
市
、
御
代

田
町
で
は
例
年
ど
お
り
の

4
月
納
期
で
納
付
書
が
発

行
さ
れ
て
い
る
。
軽
井
沢

町
は
な
ぜ
で
き
な
い
か
。

税
務
課
長　
通
常
業
務
に

加
え
、
評
価
替
え
の
業
務

量
が
非
常
に
多
く
現
状
で

は
難
し
く
、
昭
和
57
年
の

評
価
替
え
よ
り
納
期
を
遅

ら
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

納
期
の
変
更
に
よ
り
納
税

者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

多
く
、
近
隣
の
市
町
村
で

は
納
期
の
変
更
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
当
町
で
も
可

能
か
検
討
し
た
い
。

観光経済課長

町営駐車場回数券の
� 販売方法の変更理由は

通勤・通学者への利便を図るため
遠山 隆雄

一 般 質 問

販売方法を変更しても先着順は変わりない

一口
メモ



平成30年10月25日　第120号 12

一 般 質 問

問　
資
格
を
有
す
る
臨
時

職
員
や
登
録
保
育
士
の
賃

金
が
安
す
ぎ
な
い
か
。

総
務
課
長　
近
隣
市
町
村

の
保
育
士
賃
金
と
比
較
し

て
も
低
い
も
の
で
は
な
い
。

問　
登
録
保
育
士
の
雇
用

実
態
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
臨
時

職
員
は
時
給
1
0
0
0
円

で
６
時
間
以
内
と
し
て
お

り
、
週
に
１
回
で
３
時
間

の
方
や
５
回
で
30
時
間
の

方
も
い
る
。

問　
現
在
の
保
育
士
の
雇

用
状
況
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
８
月

現
在
、
正
規
職
員
48
名
、

臨
時
職
員
20
名
、
登
録
保

育
士
29
名
。
正
規
職
員
の

う
ち
10
名
は
出
産
、
育
児
、

療
養
等
で
休
暇
中
。

問　
労
働
時
間
や
休
憩
は

守
ら
れ
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
超
過

勤
務
や
代
休
処
理
を
お
願

い
し
て
い
る
。
子
ど
も
相

手
な
た
め
、
休
憩
が
取
れ

な
い
状
況
も
あ
る
。

問　
休
憩
な
し
を
含
め
残

業
に
対
し
て
の
手
当
て
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
も
れ

な
く
つ
け
て
い
る
。

問　
教
育
委
員
会
と
全
職

員
と
の
話
し
合
い
は
定
期

的
に
持
た
れ
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
全
職

員
と
は
難
し
い
。
年
１
回

意
見
・
要
望
の
申
告
書
を

提
出
し
て
も
ら
い
、
対
処

や
検
討
を
し
て
お
り
、
実

情
は
把
握
し
て
い
る
。

問　
保
育
士
負
担
軽
減
の

た
め
に
、
共
有
部
分
の
掃

除
等
を
外
注
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
検
討

し
て
い
く
。

問　
退
職
し
た
職
員
が
復

帰
す
る
場
合
に
正
規
職
員

と
し
て
採
用
し
な
い
の
か
。

総
務
課
長　
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
な
く
31
年
度
の
採

用
か
ら
採
用
条
件
を
30
歳

か
ら
40
歳
ま
で
と
し
た
。

健
康
保
険
証
は
適
正

に
使
用
さ
れ
て
い
る
か

問　
健
康
保
険
証
の
不
適

切
な
使
用
実
態
に
つ
い
て

の
把
握
は
。

住
民
課
長　
把
握
は
し
て

い
な
い
。

問　
健
康
保
険
証
を
写
真

付
き
に
で
き
な
い
か
。

住
民
課
長　
国
民
健
康
保

険
法
施
行
規
則
の
様
式
に

よ
り
県
内
統
一
で
交
付
し

て
い
る
の
で
難
し
い
。

利根川 泰三
近隣市町村と比較しても低いものではない

総務課長

資格を有する保育士の
� 賃金が安すぎないか

保育環境の充実を！

一口
メモ

「登録保育士」とは…保育士資格のある方が、家事や育児の合間の希望する時間帯、
希望する保育園で短時間でも就労できる制度での保育士です。

一口
メモ



平成30年10月25日　第120号13

一人一台のタブレットでどんな勉強をする？

一 般 質 問

問　
町
内
の
学
校
全
体
で

約
1
2
0
0
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
そ
れ

を
活
用
し
た
教
育
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
町
の

負
担
軽
減
を
考
え
、
整
備

計
画
や
機
器
導
入
の
ア
ド

バ
イ
ス
等
を
す
る
国
の
事

業
「
I
C
T
活
用
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
利
用
を

考
え
な
か
っ
た
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
把
握

し
て
い
な
か
っ
た
。

問　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
同

様
の
効
果
を
求
め
、
当
町

と
東
大
・
信
大
が
結
ん
だ

包
括
的
連
携
協
定
を
活
用

す
る
考
え
は
な
か
っ
た
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
導
入

段
階
で
の
活
用
は
で
き
ず
、

事
業
は
進
行
し
て
い
る
。

今
後
、
効
果
検
証
部
分
に

つ
い
て
は
協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
考
え
る
。

問　
町
は
機
器
導
入
に
際

し
、
各
学
校
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
、
シ
ス
テ
ム
構
築

等
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選

ん
だ
企
業
に
依
頼
し
た
。

企
業
選
定
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
懸
念
が
あ
り
、
金
額
も

か
さ
む
た
め
、
依
頼
す
る

な
ら
国
や
大
学
が
関
わ
る

公
的
団
体
へ
の
依
頼
が
多

い
と
聞
く
。
な
ぜ
企
業
へ

依
頼
し
た
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
理
由

は
こ
の
事
業
に
携
わ
れ
る

職
員
不
足
で
あ
る
。
公
的

団
体
へ
の
依
頼
に
は
、
恐

ら
く
導
入
後
の
フ
ォ
ロ
ー

は
含
ま
れ
な
い
と
考
え
、

民
間
企
業
に
依
頼
し
た
。

問　
依
頼
し
た
企
業
は
教

育
分
野
で
の
実
績
が
な
い

と
聞
く
。
実
績
が
な
い
現

状
を
払
拭
す
る
ほ
ど
の
魅

力
的
提
案
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
確
か

に
教
育
分
野
の
実
績
は
な

い
。
し
か
し
、
他
企
業
も

こ
の
規
模
の
実
績
は
な
い
。

決
め
手
は
熱
意
・
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
・
軽
井
沢

学
へ
の
言
及
で
あ
る
。

問　
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る

と
言
う
機
器
導
入
の
リ
ー

ス
入
札
に
は
、
教
員
側
へ

の
授
業
指
導
を
行
う
「
教

育
支
援
チ
ー
ム
報
酬
」
は

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
教
育

支
援
チ
ー
ム
の
報
酬
は

リ
ー
ス
契
約
に
は
含
ま
ず
、

委
託
契
約
の
中
で
行
う
。

熱意・アフターフォロー・軽井沢学への言及である

こども教育課長

寺田 和佳子

タブレットの導入に際し、実績のない
� 民間企業を選定した決め手は



平成30年10月25日　第120号 14

一 般 質 問

川島 さゆり

総務課長
自主防災組織の訓練で行い、組織の結成をさらに
啓発していく

コミュニティでの声がけで
� 「みんなで逃げる」訓練を

問　
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

作
成
が
必
要
で
は
。

総
務
課
長　
先
進
自
治
体

の
事
例
は
研
究
し
て
い
く
。

問　
情
報
ツ
ー
ル
の
活
用

や
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
正
し

い
見
方
、
周
知
は
。

総
務
課
長　
情
報
伝
達
手

段
の
多
様
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
住
民
や
議
会
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
戸
別
受

信
機
は
導
入
に
向
け
検
討

し
て
い
る
。
今
後
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
も
研
究
し
、
自

ら
情
報
を
入
手
す
る
よ
う

啓
発
し
て
い
く
。
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
自
主
防
災
組

織
や
区
長
会
等
で
周
知
し

て
い
き
た
い
。

問　
深
夜
で
も
「
避
難
勧

告
」
を
出
せ
る
の
か
。

総
務
課
長　
ど
ん
な
状
況

で
あ
ろ
う
と
夜
中
で
も
勧

告
は
出
す
が
、
避
難
準
備

段
階
で
早
め
の
避
難
行
動

が
大
事
と
な
る
。

問　
指
し
示
せ
ば
自
分
の

意
思
が
伝
え
ら
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
等
の
導
入
は
。

総
務
課
長　
必
要
な
ツ
ー

ル
な
の
で
導
入
を
検
討
す

る
。

問　
簡
易
型
避
難
用
テ
ン

ト
「
ひ
な
ん
ル
ー
ム
」
の

導
入
は
。

総
務
課
長　
総
合
体
育
館
、

東
部
小
、
西
部
小
へ
各
２

セ
ッ
ト
備
蓄
。
今
後
状
況

を
み
て
増
や
し
て
い
く
。

問　
乳
幼
児
液
体
ミ
ル
ク

の
備
蓄
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　
期
限
も
あ
る

の
で
備
蓄
よ
り
協
定
の
ほ

う
が
良
い
と
考
え
る
。

問　
自
主
防
災
組
織
の
核

と
な
る
防
災
士
が
必
要
だ

が
、
資
格
取
得
等
助
成
を
。

総
務
課
長　
県
の
自
主
防

災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
を

受
け
て
も
ら
い
、
希
望
が

あ
れ
ば
今
後
検
討
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
る
。

問　
東
京
都
の
「
女
性
の

視
点
で
の
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
参
考
に
女
性

の
意
見
を
反
映
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長　
女
性
の
参
画
、

視
点
は
重
要
な
の
で
参
考

に
し
て
い
く
。

学
校
施
設
や
通
学
路　
　
　
　

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等    

安
全
確
保
を

問　
通
学
路
の
点
検
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
通
常

点
検
で
担
当
課
に
繋
げ
て

い
る
。
今
年
度
９
月
末
に

防
犯
も
含
め
緊
急
通
学
路

点
検
を
行
う
。

要支援者の方へのヘルプや避難所での便利グッズ

一口
メモ

「マイタイムライン」とは…いつ、誰と、危険な場所を避けて逃げるにはどうす
ればいいのか、自分自身で避難行動を作成することです。

一口
メモ



平成30年10月25日　第120号15

一 般 質 問

問　
軽
井
沢
高
校
の
存
続

と
学
校
の
新
た
な
構
想
を

考
え
る
会
議
に
町
長
が
参

加
し
、
県
の
第
２
次
高
校

再
編
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
町
の
考
え

は
。

教
育
長　
軽
井
沢
高
校
は
、

過
去
５
年
間
の
入
学
者
数

が
定
員
の
1
2
0
名
を
割

り
、
第
２
期
高
等
学
校
再

編
計
画
の
再
編
整
備
計
画

対
象
校
と
し
て
可
能
性
が

高
い
の
で
、
町
と
し
て
援

助
し
て
い
き
た
い
。

問　
住
民
も
巻
き
込
ん
だ

支
援
策
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
来
年
度
の
軽
井
沢

高
校
を
希
望
す
る
生
徒
が

１
人
で
も
増
え
る
よ
う
、

で
き
得
る
限
り
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。

軽
井
沢
高
校
前
駅

の
設
置
は

問　
軽
井
沢
高
校
前
駅
を

つ
く
る
考
え
は
。

住
民
課
長　
さ
ま
ざ
ま
厳

し
い
状
況
が
あ
り
、
現
時

点
で
駅
を
新
設
す
る
考
え

は
な
い
。

総
合
政
策
課
長　
町
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視

点
で
考
え
る
と
、
離
山
に

限
ら
ず
、
ほ
か
の
地
域
に

お
い
て
も
、
駅
が
あ
れ
ば

便
利
だ
ろ
う
と
い
う
話
に

な
る
の
で
、
総
合
的
に
勘

案
し
た
中
で
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

水
道
設
備
等
の
老

朽
化
対
策
は

問　
当
町
の
導
水
管
、
送

水
管
、
配
水
管
は
、
相
当

古
い
管
が
多
い
が
交
換
、

修
理
等
は
進
ん
で
い
る
か
。

上
下
水
道
課
長　

年
間

1
・
5
k
m
か
ら
２
k
m

程
度
の
改
修
を
し
て
い
る
。

問　
漏
水
の
点
検
方
法
は
。

上
下
水
道
課
長　
音
聴
棒

や
漏
水
探
知
機
で
点
検
し

て
い
る
。
ま
た
、
集
中
監

視
シ
ス
テ
ム
の
配
水
量
日

報
を
確
認
し
、
状
況
に
変

化
が
あ
れ
ば
、
場
所
を
探

す
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

る
。
漏
水
の
調
査
委
託
で
、

早
目
に
対
応
し
て
い
る
。

問　
防
火
水
槽
や
消
火
栓

の
消
防
設
備
の
老
朽
化
対

策
は
。

消
防
課
長　
改
修
等
の
必

要
性
を
精
査
し
、
長
寿
命

化
や
更
新
の
計
画
を
立
て

対
策
し
て
い
く
。

町として援助していかなくてはいけないと考える

教育長

軽井沢高校の存続を

佐藤 敏明

町民に愛される地域高校として

問　
点
検
方
法
は
。

消
防
課
長　
１
基
に
つ
き

３
年
以
内
に
１
回
の
点
検
、

消
防
団
で
も
除
雪
作
業
時

に
点
検
を
実
施
。
点
検
ハ

ン
マ
ー
等
で
の
確
認
、
周

囲
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
損

等
も
確
認
し
不
良
箇
所
は
、

そ
の
都
度
対
応
し
て
い
る
。
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一口
メモ

「Uber」とは…アメリカ発の配車サービスで、一般の方が自分の空き時間と自家
用車を使い、他の方を有償で運ぶビジネスモデルです。

一 般 質 問

問　
こ
の
計
画
な
し
に
国

の
補
助
金
等
は
得
ら
れ
な

い
が
、
町
は
そ
れ
で
よ
い

の
か
。

総
務
課
長　
老
朽
危
険
建

物
対
策
要
綱
で
対
応
す
る
。

も
う
少
し
深
刻
な
状
態
に

な
れ
ば
、
そ
の
と
き
に
法

律
を
適
用
す
る
た
め
、
計

画
策
定
を
検
討
す
る
。

問　
老
朽
危
険
建
物
対
策

要
綱
に
お
い
て
、
再
三
の

指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

改
善
の
み
ら
れ
な
い
建
物

に
つ
い
て
、
勧
告
は
出
し

て
い
な
い
の
か
。

住
民
課
長　
改
善
も
見
ら

れ
る
の
で
勧
告
は
し
て
い

な
い
。

問　
指
導
方
法
や
回
数
は
。

住
民
課
長　
年
に
一
度
は

現
地
確
認
を
し
、
簡
易
書

留
で
通
知
し
て
お
り
、
最

長
の
も
の
は
4
年
と
い
う

こ
と
で
4
回
に
な
る
。

問　
4
年
前
か
ら
の
施
策

で
あ
る
か
ら
、
一
度
も
応

じ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

勧
告
が
必
要
な
の
で
は
。

住
民
課
長　
要
綱
に
よ
る

指
導
を
強
化
し
て
い
き
た

い
。

問　
勧
告
に
従
わ
な
い
場

合
の
住
宅
特
例
用
地
の
軽

減
措
置
の
対
象
が
町
内
に

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
う
い
う
こ
と
か
。

税
務
課
長　
住
民
登
録
の

な
い
建
物
を
町
で
は
対
象

と
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

税
制
措
置
の
対
象
と
な
る

建
物
は
な
い
。

問　
別
荘
関
係
者
と
の
話

し
合
い
が
重
要
だ
、
と
の

答
弁
が
過
去
に
あ
る
が
、

そ
の
後
の
体
制
整
備
は
。

総
合
政
策
課
長　
別
荘
関

係
者
同
士
で
方
向
性
を
出

し
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
、

行
政
主
導
で
話
し
合
う
と

い
う
考
え
は
な
い
。

問　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

構
想
を
政
策
的
に
誘
導
す

る
た
め
の
独
自
課
税
や
補

助
金
創
設
の
考
え
は
。

総
合
政
策
課
長　
現
状
で

は
な
い
。

繁
忙
期
の
タ
ク
シ
ー

不
足
は

問　

軽
井
沢
駅
で
タ
ク

シ
ー
を
長
時
間
待
つ
問
題

に
つ
い
て
、
話
し
合
い
は
。

地
域
整
備
課
長　

タ
ク

シ
ー
協
会
5
社
に
聞
き
取

り
を
行
っ
た
。
J
R
等
に

よ
る
駅
構
内
運
送
承
認
が

現
在
1
0
0
台
の
と
こ
ろ
、

増
加
要
請
を
し
、
13
台
が

追
加
承
認
さ
れ
た
。

住民課長

現状では策定しないが、研究は重ねていく
西 千穂

空家等対策計画の策定は

一口
メモ

リゾート軽井沢の玄関口の対応がこれでいいの？
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一 般 質 問

土屋 浄

条例破りの乱開発を許すのか

町長

町は毅然として争っていく

問　
女
街
道
か
ら
上
発
地

に
向
か
う
ボ
ン
ボ
ン
坂
通

り
の
西
側
の
森
林
で
、
開

発
業
者
に
よ
る
レ
ジ
ャ
ー

施
設
の
工
事
を
す
す
め
、

開
業
し
よ
う
と
し
て
い
る

業
者
が
い
る
。
近
隣
の
住

民
は
そ
の
遊
具
が
発
す
る

大
き
な
騒
音
や
木
々
の
伐

採
に
怒
り
、「
軽
井
沢
発

地
地
区
の
自
然
を
愛
す
る

会
」
を
立
ち
上
げ
、
多
く

の
署
名
を
添
え
て
「
開
発
、

開
業
の
中
止
の
指
導
を
」

と
町
に
陳
情
し
て
い
る
が
、

町
の
対
応
は
。

環
境
課
長　
平
成
28
年
2

月
に
事
前
協
議
に
入
っ
た

書
類
の
不
備
で
返
し
た
ま

ま
で
あ
る
。

問　
28
年
2
月
に
は
す
で

に
森
林
は
広
く
伐
採
さ
れ
、

す
ぐ
に
も
開
業
で
き
る
ま

で
に
工
事
が
進
ん
で
い
た
。

事
前
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

な
ぜ
着
工
前
に
戻
せ
、
と

言
わ
な
か
っ
た
の
か
。

環
境
課
長　
業
者
側
は
弁

護
士
を
立
て
て
お
り
、
係

争
関
係
に
発
展
し
か
ね
な

い
の
で
、
町
と
し
て
は
な

る
べ
く
中
立
公
平
の
立
場

で
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　
せ
っ
か
く
「
自
然
保

護
の
た
め
の
土
地
利
用
行

為
の
手
続
き
等
に
関
す
る

条
例
」
を
つ
く
っ
て
も
、

悪
質
な
業
者
に
対
し
て
中

立
公
平
な
ん
て
言
っ
て
い

て
ど
う
す
る
の
か
。
条
例

は
守
ら
な
く
て
も
い
い
も

の
で
は
な
い
。
罰
則
が
な

い
か
ら
仕
方
な
い
な
ど
と

い
う
言
い
訳
は
す
べ
き
で

な
い
。
町
の
方
か
ら
条
例

違
反
を
司
法
に
訴
え
て
も

い
い
で
は
な
い
か
。

環
境
課
長　
相
手
が
法
的

手
段
に
訴
え
た
ら
こ
ち
ら

も
毅
然
と
し
て
争
う
。

町
長　
議
員
と
同
じ
気
持

ち
で
あ
る
。
業
者
が
司
法

の
場
に
ゆ
だ
ね
て
も
、
町

は
毅
然
と
し
て
争
っ
て
ゆ

く
。
仮
に
あ
そ
こ
で
レ

ジ
ャ
ー
施
設
を
稼
働
し
て

も
、
現
状
の
業
者
の
対
応

だ
と
そ
の
後
起
き
る
色
々

な
問
題
に
も
き
ち
ん
と
対

応
し
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

や
は
り
あ
そ
こ
は
断
念
し

て
い
た
だ
く
よ
う
町
と
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
今
回
こ
の
よ
う
な
形
で

議
会
で
取
り
上
げ
て
い
た

だ
く
と
行
政
の
後
押
し
に

な
る
の
で
、
た
い
へ
ん
あ

り
が
た
く
思
う
。

藤巻町長（右から３人目）に要望する
「発地地区の自然を愛する会」の人たち（左からの４人）
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風越公園屋外テニスコート
人工芝改修工事請負契約

議案
審議

補正
予算

問　

こ
の
工
事
は
、
公
募
型

一
般
競
争
入
札
で
実
施
さ
れ

た
が
、
こ
の
中
で
最
低
制
限

価
格
を
下
回
る
失
格
が
４
社

あ
っ
た
。
低
入
札
価
格
調
査
制

度
、
最
低
制
限
価
格
制
度
は
全

国
の
９
割
が
導
入
し
て
い
る
の

で
理
解
で
き
る
が
、
今
回
の
入

札
結
果
を
見
る
と
落
札
者
と
一

番
安
い
入
札
業
者
の
価
格
差
が

４
４
８
万
９
千
円
と
相
当
大
き

な
金
額
だ
。
制
度
は
わ
か
る
が

一
般
町
民
か
ら
す
る
と
、
消
費

税
を
含
め
５
０
０
万
円
弱
の
経

費
が
削
減
で
き
る
よ
う
な
も
の

が
な
ぜ
、
と
い
う
疑
問
が
湧
く
。

見
直
す
べ
き
で
は
。

答　
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札

試
行
１
年
目
だ
が
、
こ
こ
ま
で

失
格
が
多
い
と
町
と
し
て
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

こ
う
い
っ
た
形
が
多
く
な
れ
ば

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

7773万円

ママに朗報！
産後ケア事業

10月１日スタート

産
婦
健
康
診
査
事
業

�

70
万
円

　
産
後
う
つ
の
予
防
や
赤

ち
ゃ
ん
へ
の
虐
待
予
防
等

を
目
的
に
産
後
2
週
間
及

び
産
後
1
ヶ
月
等
間
も
な

い
時
期
の
マ
マ
に
対
す
る

健
診
費
用
の
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

こ
の
健
康
診
査
に
よ
り

　
ケ
ア
が
必
要
と

�

認
め
ら
れ
た
方
は
…

産
後
ケ
ア
宿
泊
型
事
業

�

32
万
円

　

出
産
後
の
マ
マ
と
赤

ち
ゃ
ん
が
自
宅
で
生
活
を

ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
で

き
る
よ
う
「
浅
間
南
麓
こ

も
ろ
医
療
セ
ン
タ
ー
」「
東

御
市
立
助
産
所
と
う
み
」

で
宿
泊
し
、
心
身
の
ケ
ア

や
育
児
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
は
?

　
住
民
票
の
あ
る
生
後
90

日
間
ま
で
の
母
子
で
、
家

族
か
ら
十
分
な
援
助
が
受

け
ら
れ
な
い
・
産さ
ん
褥じ
ょ
く

期
の

回
復
で
不
安
が
あ
る
・
保

健
指
導
を
必
要
と
し
て
い

る
方
で
す
。

利
用
期
間
は
?

　
7
日
以
内
で
す
が
、
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、

さ
ら
に
7
日
間
の
延
長
が

可
能
で
す
。

料
金
は
?

町
民
税
課
税
世
帯

�

→
3
割
負
担

町
民
税
非
課
税
世
帯

�

→
1
割
負
担

生
活
保
護
世
帯�

→
無
料

問　

こ
も
ろ
医
療
セ
ン

タ
ー
で
出
産
し
た
方
が
優

先
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
上

の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合

預
か
り
は
。

答　

医
療
セ
ン
タ
ー
の

ベ
ッ
ド
の
空
き
状
況
に
よ

る
。
助
産
所
と
う
み
は
、

昼
間
保
育
園
等
に
通
園
し
、

夜
は
保
護
者
が
い
れ
ば
宿

泊
可
能
。
保
護
者
が
い
な

け
れ
ば
宿
泊
は
で
き
な
い
。

問　
授
乳
が
原
因
で
う
つ

に
な
る
方
が
多
い
が
、
乳

房
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
料
金
は

含
ま
れ
る
の
か
。

答　
母
体
管
理
で
の
授
乳

指
導
等
の
乳
房
管
理
ま
た

沐
浴
指
導
が
含
ま
れ
る
。

乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
別
料

金
。

問　
両
親
と
同
居
し
て
い

な
い
方
や
義
理
の
両
親
と

同
居
し
て
い
て
も
頼
み
に

く
い
、
緊
張
す
る
等
で
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
。
生
後
90
日
で
区

切
っ
て
い
い
の
か
。
ま
た

期
間
は
最
長
14
日
間
だ
が
、

そ
の
後
の
こ
と
は
考
え
て

い
る
か
。

答　

受
け
入
れ
機
関
で

3
ヶ
月
と
決
ま
っ
て
い
る

の
で
90
日
と
し
た
。

　
最
長
14
日
間
だ
が
、
そ

れ
以
降
は
保
健
セ
ン
タ
ー

で
相
談
を
受
け
る
。

問　
両
親
が
近
く
に
い
て

も
誰
で
も
申
し
込
め
る
の

か
。

答　
両
親
が
近
く
に
い
て

も
仕
事
等
諸
事
情
で
家
族

か
ら
の
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
時
は
支
援
が
受
け
ら

れ
る
。

最
低
制
限
価
格
の

 

見
直
し
は
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●賛否のわかれた議案

議　　　　案

1
　
寺
田
和
佳
子

2
　
西
　
　
千
穂

3
　
押
金
　
洋
仁

4
　
利
根
川
泰
三

5
　
栁
澤
　
信
介

6
　
遠
山
　
隆
雄

7
　
横
須
賀
桃
子

8
　
川
島
さ
ゆ
り

9
　
土
屋
　
好
生

10
　
佐
藤
　
幹
夫

12
　
佐
藤
　
敏
明

13
　
大
浦
　
洋
介

14
　
土
屋
　
　
浄

15
　
篠
原
　
公
子

16
　
内
堀
　
次
雄

議決結果

発議第１号
日本政府が国連「核兵器禁止条約」に賛同し、
批准の手続きを進めることを求める意見書の提出について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ − − 可決
（12：3）

川
島
さ
ゆ
り

　
ま
ず
最
初
に
核
兵
器
は
絶

対
悪
で
あ
り
、
と
う
て
い
容

認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と

言
う
こ
と
を
強
く
訴
え
る
。

　

条
約
の
採
択
を
巡
っ
て
、

核
保
有
国
の
主
張
す
る
核
軍

縮
や
核
拡
散
防
止
な
ど
の
現

実
的
な
ス
テ
ッ
プ
で
核
廃
絶

を
目
指
す
と
い
う
考
え
方
と

非
核
保
有
国
の
考
え
方
の
相

違
に
よ
り
溝
が
深
ま
っ
た
。

　
核
保
有
国
の
協
力
の
下
で

の
核
廃
絶
の
プ
ロ
セ
ス
が
担

保
さ
れ
て
い
な
い
事
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
に
も
唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
核
保
有

国
の
核
軍
縮
に
貢
献
し
て
き

た
。

　
核
保
有
国
と
、
非
核
保
有

国
で
の
真
の
対
話
が
出
来
、

具
体
的
な
核
軍
縮
の
歩
み
が

着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
橋

渡
し
役
と
な
る
こ
と
が
日
本

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
る
。

大
浦
洋
介

　
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の

批
准
に
賛
成
す
る
か
し
な
い

か
は
核
兵
器
を
容
認
す
る
か

し
な
い
か
の
判
断
で
あ
る
。

　
私
は
昭
和
20
年
8
月
9
日

の
原
子
爆
弾
で
7
万
人
も
の

犠
牲
者
を
出
し
た
被
爆
地
長

崎
市
の
出
身
で
あ
る
。
こ
の

議
会
で
は
も
う
1
人
長
崎
出

身
者
の
家
族
を
持
つ
議
員
が

い
る
。

　
全
国
の
地
方
議
会
の
中
で

少
な
く
と
も
、
広
島
市
、
長

崎
市
の
出
身
議
員
の
居
る
議

会
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

の
批
准
を
反
対
し
た
議
会
を

私
は
知
ら
な
い
。
ど
こ
の
議

会
も
全
会
一
致
で
賛
成
し
て

い
る
。

　
軽
井
沢
町
で
は
1
9
8
8

年
（
昭
和
63
年
）
9
月
26
日

に
非
核
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
町
の
議
会
が
、
町
の
宣

言
と
異
な
る
事
と
な
ら
な
い

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

賛
成
討
論

　9月 20日、土屋浄議員他 4名の議員から『日本政府が国連「核兵器禁止条約」に賛同し、
批准の手続きを進めることを求める意見書の提出について』が発議されました。

反
対
討
論

（○は賛成、議長は議決には加わりません）

日
本
政
府
が
国
連
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

に
賛
同
し
、
批
准
の
手
続
き
を
進
め
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
2
0
1
7
年
７
月
７
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条

約
交
渉
会
議
」に
お
い
て
、1
2
2
カ
国（
国

連
加
盟
国
の
63
％
）
の
賛
成
で
「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
が
採
択
さ
れ
た
。

　
同
条
約
は
、
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、
備

蓄
、
移
譲
、
使
用
及
び
威
嚇
と
し
て
の
使
用

の
禁
止
、
な
ら
び
に
そ
の
廃
絶
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
条
約
は
そ
の
前
文
で
わ
ざ
わ
ざ

日
本
の
被
爆
体
験
に
触
れ
、「
核
兵
器
の
使

用
に
よ
る
犠
牲
者
（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
）
な
ら
び

に
核
兵
器
の
実
験
に
よ
る
被
害
者
に
も
た
ら

さ
れ
た
受
け
入
れ
が
た
い
苦
痛
と
被
害
を
心

に
留
め
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に
日
本

の
被
爆
者
の
長
年
の
訴
え
、
核
廃
絶
を
求
め

る
世
論
が
条
約
誕
生
の
契
機
に
な
っ
た
こ
と

は
明
瞭
で
あ
る
。

　
こ
の
条
約
は
50
カ
国
が
批
准
し
、
そ
れ
か

ら
90
日
後
に
発
効
す
る
。
各
国
で
は
批
准
の

た
め
の
作
業
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
作
業

の
先
頭
に
日
本
こ
そ
が
立
つ
べ
き
で
あ
る
。

　
核
兵
器
禁
止
条
約
が
一
日
も
早
く
発
効
の

日
を
迎
え
る
た
め
に
、
日
本
政
府
が
ま
ず

も
っ
て
批
准
手
続
き
を
進
め
る
よ
う
要
望
す

る
。



平成30年10月25日　第120号 20

観光農業を視察
発地市庭運営のためのよりよいヒ
ントを得るため、農業と観光を組み
合わせた取り組みを学びました。

官民の連携を視察
官民連携（PPP）の取り組みは、これからの自治体
運営において、取り入れるべき手法で、公共施設の
在り方を考えたときに最もその真価が発揮されま
す。この PPP 先進地である紫波町を視察しました。

視察報告
総　務

常任委員会

平
成
30
年
６
月
18
日（
月
）

【
山
形
県
寒
河
江
市
】

【
施
設
紹
介
】

　
さ
く
ら
ん
ぼ
組
合
を
は

じ
め
農
協
、
市
、
観
光
協

会
、
飲
食
店
組
合
、
タ
ク

シ
ー
会
社
な
ど
が
加
わ
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
観
光
農
業

組
織
を
形
成
し
、
５
つ
の

施
設
が
あ
る
ア
グ
リ
ラ
ン

ド
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

【
考
察
】

　
当
町
と
共
通
す
る
悩
み

と
し
て
、
冬
季
の
野
菜
の

栽
培
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

野
菜
を
加
工
し
た
乾
物
な

ど
を
中
心
に
他
の
産
地
の

野
菜
を
販
売
し
て
ま
す
。

参
考
と
な
っ
た
の
は
、
加

工
室
の
併
設
に
よ
る
加
工

品
の
販
売
等
で
、
発
地
市

庭
で
も
加
工
室
の
有
効
活

用
は
喫
緊
の
課
題
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

平
成
30
年
６
月
19
日（
火
）

【
岩
手
県
紫
波
町
】

【
紫
波
町
P
P
P
の
概
要
】

　
民
間
の
意
見
を
集
約
し

て
臨
ん
だ
、
中
央
駅
前
都

市
整
備
事
業
「
オ
ガ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

P
P
P
事
例
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

役
場
庁
舎
、
宿
泊
施
設
の

「
オ
ガ
ー
ル
イ
ン
」、
図
書

館
、
体
育
館
、
産
直
マ
ル

シ
ェ
の
他
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

コ
ン
ビ
ニ
、
歯
科
医
等
の

テ
ナ
ン
ト
に
よ
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
複
合
施
設
エ
リ
ア

と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設

は
地
元
産
木
材
の
使
用
な

ど
徹
底
し
た
地
産
地
消
や
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

社
会
を
見
据
え
た
、
暮
ら

し
や
す
い
、
移
住
し
た
く

な
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。

【
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
】

　
「
町
有
地
の
安
売
り
を

し
な
い
、
町
民
が
地
主
」

と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
手

順
を
守
っ
た
こ
と
に
あ
り
、

結
果
的
に
全
体
と
し
て
資

産
価
値
を
高
め
る
効
果
を

上
げ
、
雇
用
を
も
創
出
し

て
い
ま
す
。

　

人
口
3
万
人
の
町
で
、

補
助
金
に
頼
ら
な
い
身
の

丈
構
想
を
基
本
と
し
た
民

間
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

東
洋
大
学
と
の
連
携
や
2

年
間
で
1
0
0
回
の
住
民

と
の
意
見
交
換
を
す
る
な

ど
、
丁
寧
に
事
業
計
画
を

し
た
こ
と
で
、
10
年
間
放

置
さ
れ
て
い
た
駅
前
の
町

有
地
に
年
間
1
0
0
万
人

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

【
考
察
】

　
「
オ
ガ
ー
ル
広
場
」
で

は
毎
週
の
よ
う
に
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
産
直
マ

ル
シ
ェ
な
ど
朝
か
ら
賑

わ
っ
て
お
り
、
駅
を
利
用

す
る
高
校
生
や
趣
味
の
会

の
女
性
等
い
き
い
き
と
行

き
交
う
姿
に
紫
波
町
の
未

来
を
感
じ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
真
に
有
効
な

公
共
施
設
の
在
り
方
を
考

え
る
こ
と
で
あ
り
、
自
治

体
経
営
の
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
き
ま
す
。
当
町
に

お
い
て
も
庁
舎
周
辺
整
備

を
見
据
え
て
、
住
民
か
ら

の
意
見
聴
取
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の

手
法
に
明
る
い
大
学
な
ど

と
連
携
し
、
行
政
だ
け
で

は
な
い
、
真
に
町
民
の
福

祉
向
上
と
な
る
た
め
の
事

業
と
な
る
よ
う
、
研
究
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

くだものによる盛んな観光農業

民間の意見を集約して臨んだまちづくり

一口
メモ

「PPP」とは…「Public Private Partnership」（パブリック・プライベート・パー
トナーシップ）の略です。官民連携の意味で、官民が連携して公共サービスの提
供を行う手法のことです。

一口
メモ
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病院経営を視察
経営改革と独自の取り組みについ
て学ぶため県内３カ所の公立病院
を視察してきました。

視察報告
社　会

常任委員会

平
成
30
年
６
月
25
日（
月
）

【
飯
綱
町
立
病
院
】

【
注
目
す
べ
き
取
り
組
み
】

◦
予
防
医
療

　
健
診
充
実
の
た
め
保
健

師
は
４
名
体
制
。

◦
研
修
医
・
医
学
生
の
受

け
入
れ

◦
病
院
充
実
基
金

　
平
成
18
年
に
設
立
、
退

院
す
る
際
の
心
付
け
を
寄

付
と
し
て
積
み
立
て
医
療

機
器
購
入
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
に
活
用
。

◦
出
前
講
座

　
自
治
会
な
ど
の
集
ま
り

で
健
康
・
栄
養
管
理
・
リ

ハ
ビ
リ
教
室
を
実
施
。

【
考
察
】

　
医
師
と
行
政
を
つ
な
ぐ

役
目
の
事
務
長
の
存
在
を

重
要
視
し
、
事
務
長
が
首

長
と
病
院
長
と
の
意
思
疎

通
に
努
め
て
い
ま
す
。
全

国
の
自
治
体
病
院
に
お
い

て
事
務
長
職
２
年
未
満
が

８
割
を
占
め
る
中
、
飯
綱

町
立
病
院
事
務
長
は
35
年

の
勤
務
歴
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

当
町
で
も
事
務
長
人
事
に

関
し
て
今
後
考
え
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

【
信
濃
町 

信
越
病
院
】

【
病
院
改
革
の
歩
み
】

◦
平
成
21
年
「
病
院
改
革

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
「
経

営
の
効
率
化
」、「
再
編
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
及
び

「
経
営
形
態
の
見
直
し
」

の
３
つ
の
視
点
か
ら
病
院

改
革
に
取
り
組
む
。

◦
平
成
25
年
「
病
院
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
平
成
27
年
「
病
院
の

あ
り
方
に
関
す
る
答
申

書
」
を
ま
と
め
る
。

◦
平
成
26
年
「
長
野
県
地

域
医
療
構
想
」
の
策
定
に

取
り
組
む
。

◦
平
成
27
年
「
地
域
医
療

構
想
を
踏
ま
え
た
役
割
の

明
確
化
」
を
追
加
し
「
病

院
新
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策

定
。

【
考
察
】

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
関
し
医
療
機

関
と
し
て
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
の
機
能
、
一
次
救

急
の
機
能
、
急
性
期
病
院

と
在
宅
を
つ
な
ぐ「
中
間
」

機
能
、
在
宅
医
療
、
住
民

の
健
康
増
進
の
た
め
の
人

間
ド
ッ
ク
等
の
予
防
医
療

を
行
っ
て
お
り
、
人
口
は

減
少
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
外
来
患
者
数
は
増
加

し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す

べ
き
点
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

平
成
30
年
７
月
６
日（
金
）

【
佐
久
穂
町
立　
　

�

千
曲
病
院
】

【
注
目
す
べ
き
取
り
組
み
】

◦
土
曜
日
隔
週
診
療

年
間
外
来
患
者
全
体
の

6
・
26
％
に
あ
た
る

◦
平
成
25
年　
病
院
施
設

の
改
築
計
画
を
開
始

◦
平
成
26
年　
介
護
療
養

病
床
40
床
を
全
床
医
療
療

養
病
床
に
変
換
し
一
般
・

医
療
療
養
病
床
を
各
10
床

減
床
。

【
考
察
】

　
病
院
長
は
月
に
１
回
軽

井
沢
病
院
で
診
察
を
し
て

お
り
、
千
曲
病
院
と
の
比

較
、
軽
井
沢
病
院
な
ら
で

は
の
地
域
の
特
殊
性
を
抱

え
る
が
故
の
難
し
さ
に
つ

い
て
の
考
え
も
聞
く
こ
と

が
で
き
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　
経
営
面
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
反
面
、
自

治
体
病
院
の
役
割
と
し
て

の
継
続
性
が
重
要
で
あ
り
、

民
間
病
院
の
よ
う
に
利
益

を
追
い
求
め
る
だ
け
で
は

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
自
治
体
病

院
経
営
の
難
し
さ
を
改
め

て
感
じ
た
視
察
で
し
た
。

信濃町 信越病院

飯綱町立病院

佐久穂町立千曲病院
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商工会 理事 15 名が参加

議員は 9 名が出席した

10月29日（月） 午後7時から9時  馬取公民館

10月30日（火） 午後1時から3時  借宿公民館

10月31日（水） 午後1時から3時  くつかけテラス　多目的室

10 月 30、31日は、はじめての日中開催です。
夜のご参加が難しかった皆さま、ぜひお出かけください！

「議会とまちづくりを語る会」のお知らせ
平成30

年
119

66

6




一般質問、町への提言 !

病院経営の事例を視察

全議員の政務活動費を公開

議会Q&A　議会ってどんなところ？

語ろうあ
なたの思

い

「議会と
まちづくり

を語る会
」より

表紙：読
者の方か

らの応募
写真です

（表紙の
ことばは

17ページ
）

検索
軽井沢町

議会
2

平成30年

120

99

表紙：読者の方からの応募写真です（表紙のことばは23ページ）

検索
軽井沢町議会

2





29 年度 決算審査一般質問 町への提言！先進地の取り組みを視察商工会との懇談会議場コンサート開催のお知らせ

決算集中審査　　注目したのはココ!

6

議 員 懇 談 会
議会では特定の分野を深く掘り下げる広聴の
取り組みとして、町内各種グループ・団体と
語り合う意見交換会を開催しています。

軽井沢町商工会
平成30年7月19日　15:00〜17:00

軽井沢町商工会館

　
商
工
会
は
町
内
6
5
0

事
業
所
（
10
月
1
日
現

在
）
か
ら
な
る
会
員
の
経

営
支
援
と
地
域
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
創
業
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
、
I
T
化
や

金
融
の
相
談
等
に
よ
り
小

規
模
事
業
者
に
寄
り
添
っ

た
「
伴
走
型
支
援
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
懇
談
で
は
街
灯

の
維
持
管
理
、
空
き
家
対

策
、
軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド
認

定
商
品
の
普
及
、
発
地
市

庭
と
の
連
携
、
工
業
事
業

者
の
課
題
、
22
世
紀
風
土

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
に
つ
い
て

聞
き
取
り
を
し
、
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

街
灯
に
つ
い
て

　
町
内
10
グ
ル
ー
プ
の
街

灯
会
の
財
政
状
況
は
い
ず

れ
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

町
か
ら
の
補
助
に
よ
り
通

電
は
維
持
で
き
て
い
る
が

設
備
を
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

発
地
市
庭
に
つ
い
て

　
売
上
重
視
・
観
光
客
重

視
も
理
解
で
き
る
が
、
商

業
と
い
う
視
点
で
考
え
れ

ば
、
生
活
者
・
住
民
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
住

民
目
線
で
の
施
設
運
営
も

考
え
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
指
定
管
理
者
の
選
定
過

程
も
不
透
明
に
感
じ
る
。

商
工
会
と
の
連
携
を
さ
ら

に
模
索
し
て
も
ら
い
た
い
。

軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド

�

認
定
商
品
に
つ
い
て

　
一
般
企
業
の
盛
り
上
が

り
が
少
な
い
。
発
地
市
庭

で
の
売
り
場
も
確
保
し
た

い
。

工
業
事
業
者
に
つ
い
て

　
夏
の
最
盛
期
は
自
粛
期

間
、
冬
は
寒
さ
の
た
め
仕

事
が
で
き
な
い
と
い
う
特

殊
な
環
境
下
で
仕
事
を
し

て
い
る
。
働
き
方
改
革
と

は
縁
遠
い
労
働
条
件
で
あ

る
。

考
察　
町
内
街
灯
会
は
い

ず
れ
も
財
政
的
に
厳
し
く
、

支
柱
等
の
撤
去
交
換
に
充

て
る
費
用
に
乏
し
い
、
も

し
く
は
無
い
状
況
が
改
め

て
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま

た
サ
ー
ビ
ス
業
・
工
業
い

ず
れ
の
分
野
で
も
後
継
者

不
足
、
労
働
力
不
足
を
訴

え
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

今
後
は
一
般
会
員
の

方
々
か
ら
、
よ
り
個
別
的

な
要
望
を
き
く
な
ど
さ
ら

に
広
聴
の
機
会
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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開催時間等、詳しくは後日

今回

　
写
真
は
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

と
い
う
蝶
で
す
。
フ
ジ
バ

カ
マ
の
蜜
を
吸
い
に
と

ま
っ
た
瞬
間
を
狙
い
ま
し

た
。
撮
影
場
所
は
借
宿
で
、

フ
ジ
バ
カ
マ
を
た
く
さ
ん

植
え
ら
れ
て
い
る
方
の
と

こ
ろ
で
撮
り
ま
し
た
。
標

高
の
高
い
地
域
に
多
く
生

息
す
る
よ
う
で
、
軽
井
沢

で
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
渡
り
を

す
る
蝶
で
知
ら
れ
、
遠
く

南
西
諸
島
や
台
湾
へ
海
を

渡
っ
て
飛
ぶ
も
の
も
い
る

そ
う
で
す
。
友
人
た
ち
と

情
報
交
換
し
な
が
ら
軽
井

沢
の
四
季
を
楽
し
く
撮
影

し
て
い
ま
す
。

�

（
新
軽
井
沢　
S
・
T
）

表
紙
の
こ
と
ば

表
紙
の
写
真
は
読
者
の
方

か
ら
提
供
さ
れ
た
写
真
で

す
。
読
者
が
参
加
す
る
紙

面
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し

て
企
画
致
し
ま
し
た
。
今

後
も
町
民
住
民
の
視
点
で

捉
え
た
町
の
表
情
を
掲
載

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ま
か
ら
の
写

真
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。



　

秋
も
深
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
が
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
９
月
会
議
は
決
算
月
。
議

会
と
し
て
事
業
８
テ
ー
マ
を
抽
出
、

集
中
審
査
を
経
て
事
業
評
価
を
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
成
果
を
問
い
予

算
へ
と
繋
げ
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、

一
定
の
成
果
を
得
ら
れ
た
一
方
で
課

題
も
見
つ
か
り
結
果
と
し
て
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

任
期
も
後
半
年
、
今
後
も
皆
様
か

ら
愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
め
ざ
し

最
後
ま
で
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
川
島
）
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議会だよりモニター アンケート議会だよりモニター アンケート
町民会議は G7 のときと同じと言われても、初めて
読む人はわからないのではないか。（旧軽井沢 男性）
　「町民会議」の他、「ALT」のようなアルファベッ
トの略語についても、繰り返しでも説明を付すべき
というご指摘をいただきました。スペースが許す限
り改善していきたいと思います。

町道等の工事箇所は地図があるとわかりやすい。
（成沢 女性）
　追加説明を求めるご要望は他にもいただいてお
ります。どこまでできるかが今後の課題だと感じ
ます。

回を重ねるごとに見やすい工夫がなされていると感
じる。（南平台 女性）
　たいへん励みになります。モニター制度導入によ
り目指したのは双方向のメディアでした。まだまだ
足りないところもありますが、今後も読者の皆さん
が参加する紙面づくりを進めてまいります。

裏表紙がとても色彩豊かなので、他のページももう
少し色味を足してもいいのではないか。

（追分 女性）
　ご指摘のとおりだと思います。毎号テーマカラー
を基調とした色使いにしていますが、単調になって
いる印象は否めません。４色印刷の利点をもう少し
生かしたいと思います。

モニターの皆様からのご意見の一部を紹介します

このように毎号たいへん多くのご意見を頂戴し、「さらに伝わる」紙面作りに役立てています。

専門的な語句は何度でも説明を もっと説明が欲しい

モニターの意見に沿って改善されている色彩をバリエーション豊かに

答 答

答
答

　
「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」
は
議
会

が
町
民
と
接
点
を
持
ち
多
く
の
意
見
を
出
し
て

戴
く
為
に
企
画
し
た
会
だ
と
思
い
ま
す
。
参
加

し
て
い
る
と
各
地
区
か
ら
福
祉
関
係
、
病
院
関

係
、
子
育
て
、
諸
々
の
大
切
な
意
見
が
議
員
の

皆
さ
ん
と
気
軽
に
意
味
深
い
話
し
合
い
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
行
政
と
町
民
と
の
太
い
パ
イ
プ
役
が
こ
の
会

の
主
旨
で
有
り
さ
ら
に
重
要
案
件
に
つ
い
て
は

必
ず
議
会
で
取
り
上
げ
審
議
さ
れ
る
事
が
約
束

さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
は
議
会
傍
聴
で

き
な
か
っ
た
町
民
へ
の
意
義
あ
る
伝
達
誌
だ
と

思
い
ま
す
。
昨
今
何
か
と
病
を
抱
え
る
子
ど
も
、

障
が
い
、
一
人
親
何
か
を
抱
え
な
が
ら
必
死
に

生
き
て
い
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
出
会
い
ま
す
。
ど

ん
な
環
境
に
お
か
れ
て
も
公
正
と
信
義
を
信
頼

し
て
互
い
に
温
か
く
助
け
合
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

精
神
を
尊
重
す
る
軽
井
沢
町
。
明
る
い
家
庭
と

伸
び
ゆ
く
町
を
築
き
あ
げ
る
為
に
は
常
に
行
政

町
民
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
最
後
に
日
頃
感
じ
て
い
る
事
、
町

長
、
教
育
長
、
ソ
フ

ト
面
に
深
い
眼
差
し

を
向
け
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

�

荒
木
ク
ミ
子

　
（
原
文
マ
マ
）

読
者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
お
便
り


